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1.23

11%

1.6

82

体育祭（６月)、文化祭(９月)、修学旅行(９月)

女子 3.61
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3% 15%

様々な目標を持った生徒がおり、進路先が多様化している。
硬式野球　男女バレーボール、柔道部、、サッカー、バドミントン、硬式テニス、
ソフトテニス、男女バスケットボール、陸上競技、卓球、演劇、茶道、吹奏楽、伝
学力向上と進路実現への期待が大きい。きめ細かい生徒指導が評価されている。

40%31%
専 門
学 校

その他

1.33

4.3

32年度 33年度今年度

今年度の取組と自己評価

男子

文化・スポーツ等特別推薦
野球男子３名・バレーボール女子２名・サッカー男子２名（２９年度）

29年度
目標 実績
75

目標

男子

目標

　アクティブラーニングの手法を取り入れた授業については、各教科で意識的に研究され、実践されている。ＩＣＴ機
器や視聴覚教材の活用に取り組む教員も増えてきた。学んだことの定着は困難な課題で、まだまだ改善途上である
が、定期考査の平均点底上げに取り組んだり、小テストをこれまで以上にこまめに実施するなどして一定の効果は挙
げている。
　意欲的主体的に取り組める授業の一環として、図書室で行う授業も増加傾向にある。授業で使用すると、普段本を
読まないという生徒も本を取り、熱心に読む光景も見られた。

　生徒部が学年を主導する体制が一層整ってきた。日常的な声かけ、生活指導に係る啓発指導など、きめ細かな指
導が功を奏し、いわゆる特別指導は激減した。
　悩みを抱える生徒、特別な支援を要する生徒への支援体制は、学年と養護教諭、スクールカウンセラーとの連携を
密にし、ケース会議の回数を大幅に増やすなどした結果、生徒、保護者の信頼度が向上した。
　一方、遅刻指導は生徒部と学年が連携して、全校で取り組んでいるが、激減にはつながらず、引き続き次年度の課
題である。また、自転車事故も複数あり、事故防止に向けた一層の取組が必要である。

　３年間を通じたキャリア教育を可視化し、生徒や保護者にとって分かりやすいものとなった。インターンシップは極力
生徒の将来の希望に合わせた職種を提供し、満足度をさらに高めた。進路指導については、面談週間の設定、生徒
の状況に応じた二者又は三者面談を実施し、希望進路の早期決定に結びつけた。その他、進学指導に関する研修
会の実施、センター指定校予算を使って進路相談室における資料検索用ＰＣの更新等、教員の資質向上と環境整
備を推し進めた。
　インターンシップ担当教員の負担軽減は引き続きの課題である。また、都内の大学の定員厳格化の波は本校にも
押し寄せ、合格実績が伸び悩んだ。進学対策はより強化する必要がある。

実績 目標実績
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今年度の数値目標の内容

目標③ 入選一次応募倍率
目標② 四年制大学進学率（％）
目標① 学校評価アンケートにおける生徒の授業満足度（肯定回答の割合）

目

標

③

３年間を見通した体系的キャリア教育の充実

・進路指導部を中心とした組織的な進路指導態勢を固める。
・ゆめナビプロジェクト、センター特別指定校を活用した取組
・第一希望の進路実現を図るための組織的な取組
・一般入試での大学合格を基本路線にするとともに、生徒の適性に
応じたAO及び推薦入試の活用

目

標

②

きめ細かで組織的な生活指導態勢の確立

・組織的な指導による校内規則の遵守といじめの防止
・基本的生活習慣を確立させるための取組み強化
・身だしなみ指導、遅刻激減に向けた取組の強化
・自転車指導を中心とした安全指導の徹底
・特別な支援を要する生徒に対する支援態勢の構築

目

標

①

意欲的、主体的に取り組める授業の確立と学習内容の定着

・身に付けた知識を基に、深く考え、考えたことを分かりやすく表現す
る力を身に付けさせる授業の展開
・学習内容の定着、学習意欲の向上、学習習慣の定着
・チャイム始業、授業への集中、居眠り防止を意識した授業規律の
徹底
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所 在 地

今年度の重点目標

１　安心していきいきと学べる学校　２　自ら将来を切り拓く力を育成する学校　３　地域から信頼され選ばれる学校

そ の 他
の 特 徴

目 指 す 学 校

主な学校行事

2.75

そ の 他

学力
検査

制服
男子・ブレザー（グレー）

女子・ブレザー（グレー）

学力
検査

4.05
年
度
入
学
生

推薦：男子20名・女子18名　　　一般：男子82名・女子76名（30年度入試）

3.5
年
度
入
学
生 学力

検査

1.27

女子

女子

推薦

男子

男子

推薦

足立区江北五丁目７番１号
123-0872 電話

番号
03-3898-7020 募集人員

西新井駅よりバス（王４０甲、赤２７等）にて江北陸橋下下車徒歩３分

入

学

者

選

抜

情

報

応 募
倍 率

進学指導に特化した特進システム実施。 数学、英語で習熟度別授業実施

都教育委員会特別指定校
ゆめナビプロジェクト試行校

校 服

６５６人　（男子　３１６人　　女子　２９７人）

ホームページ

在 籍
生 徒 数

学 科 普通科

http://www.adachinishi-h.metro.tokyo.jp/
自律経営推進予算
30年度(単位：万円)

合言葉は三つのステップアップ
学力アップ　マナーアップ　ウィルアップ

主 な 部 活 動

1.19

ア ク セ ス
日暮里・舎人ライナー　江北駅下車徒歩７分

王子駅よりバス（王４９、王４０甲等）にて江北陸橋下下車徒歩３分
女子

1.27
教育課程の
特 徴

実 績
四年制
大 学

特 徴

学 校 評 価

校

章

都 立 足 立 西 高 等 学 校
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本
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http://www.adachinishi-h.metro.tokyo.jp/



